
【第１会場】（６号館６２１教室） 

生産経営、地域農業 

 

9:30～10:00  座長： 藤栄 剛（滋賀大学環境総合研究センター） 
１－１ 戦前期繭価格の変動についての計量経済学的分析 

―価格変動の地域間格差に着目して― 
草処 基（京都大学大学院） 

10:00～11:00  座長： 古塚 秀夫（鳥取大学農学部） 
１－２ 農業経営支援のための助成金の制度と機能に関する考察   

―米国における Farm to School Programを事例として― 
伊庭 治彦（神戸大学大学院） 

１－３ ドイツにおける農業経営の部門計算に関する考察 
四方 康行（県立広島大学） 

11:00～12:00  座長： 四方 康行（県立広島大学生命環境学部）  
１－４ 日本短角種繁殖経営の成立条件―岩手県 A産地を事例として― 

藤森 英樹（東北農業研究センター） 
１－５ ブーム後のシークヮーサー生産および商品展開のデザイン 

相原 貴之（九州沖縄農業研究センター）・ 
後藤 一寿（九州沖縄農業研究センター）・ 
恩田 聡（沖縄県農業研究センター）・ 
安田 宗伸（沖縄県農林水産部）・ 
山城 梢（沖縄県農業研究センター） 

13:00～14:30  座長： 小松 泰信（岡山大学大学院環境学研究科） 
１－６ 農業法人従業員に対する職務満足分析の適用   

―九州の土地利用型経営を対象とした事例分析― 
金岡 正樹（九州沖縄農業研究センター） 

１－７ 新規参入者の期待と参入後の満足との関係 
今井 正憲（京都府農林水産技術センター） 

１－８ 企業の農業参入による業種間比較分析―食品企業と建設企業の比較― 
中西 宏彰（京都府農林水産技術センター）・桂 明宏（京都府立大学） 

14:30～15:30  座長： 伊庭 治彦（神戸大学大学院農学研究科） 
１－９ 社会的企業としての集落法人の経営と展望 

―広島県の集落法人アンケート調査結果から― 
山本 公平（広島経済大学）・田渡 雅俊（（株）もみじコンサルティング）・

西山 敦士（広島大学） 
１－10 集落営農組織 

初 春明（高崎経済大学大学院） 
 
 



【第２会場】（６号館６２２教室） 
地域農業、農業開発、農村社会 

 
9:30～11:00  座長： 中塚 雅也（神戸大学自然科学系先端融合研究環） 
２－１ 京都丹後地域の棚田と集落経済の変遷 

中村 均司（京都府丹後農業研究所） 
２－２ 集落自治組織による地域資源管理体制の実態と課題 

―福井県若狭町鳥羽地区の獣害対策と農業用水路管理を事例に― 
本田 恭子（京都大学大学院） 

２－３ Iターン者受入れにおける多層的仲介システムの可能性  
―京都府南丹市美山町、綾部市を事例に―  

藤本 綾（京都大学大学院）・星野 敏（京都大学大学院）・ 
九鬼 康彰（京都大学大学院）・橋本 禅（京都大学大学院） 

11:00～12:00  座長： 松下 秀介（筑波大学大学院生命環境科学研究科） 
２－４ 他出子弟の実家稲作農業への支援実態と支援意向 

―中国中山間地域水田集落を対象として― 
芦田 敏文（農村工学研究所） 

２－５ 集落営農参加に関する農家の意思決定要因分析 
林 辰明（岡山大学大学院）・駄田井 久（岡山大学大学院）・ 
佐藤 豊信（岡山大学） 

13:00～14:00  座長： 柴垣 裕司（静岡大学農学部）   
２－６ 地域づくりリーダーの行動と育成の課題 

中塚 雅也（神戸大学）・内平 隆之（神戸大学大学院） 
２－７ 現地型農業体験学習のプログラム開発と学習プロセス 

鈴木 曜（神戸大学大学院）・板倉 札実 
中塚 雅也（神戸大学） 

14:00～15:30  座長： 浦出 俊和（大阪府立大学大学院生命環境科学研究科） 
２－８ イタリア・アグリツーリズムにおける需要の動向と特徴 

大江 靖雄（千葉大学大学院）・A Cristofani, A. Ciani（ペルージア大学） 
２－９ 食文化産業を対象としたツーリズム形成過程における中間支援組織の研究 

片上 敏喜（京都府立大学大学院） 
２－10 加工野菜産地における組織間の調整行動に関する一考察 

―京都府京丹後地域を事例として― 
川﨑 訓昭（京都大学大学院）・香川 文庸（京都大学）・ 
小田 滋晃（京都大学） 

 
 
 
 



【第３会場】（６号館６２３教室） 

農産物貿易、政策制度、消費分析 

 
9:30～10:30  座長： 本城 昇（埼玉大学経済学部）   
３－１ 地方自治体における食品安全行政 

―都道府県における食品安全条例に注目して― 
清原 昭子（中国学園大学）・工藤 春代（京都大学大学院） 

３－２ 食品表示偽装における原因・背景・課題に関する研究   
―赤福表示偽装事件を事例として― 

薮崎 友誉（京都大学大学院） 
10:30～11:30  座長： 増田 佳昭（滋賀県立大学環境科学部）  
３－３ 中山間地域等直接支払制度の集落協定継続を規定する諸要因に関する研究 

―京都府福知山市・三岳地区を事例にして― 
津島 美琴（京都大学大学院）・桂 明宏（京都府立大学） 

３－４ 我が国における‘‘食農コープ教育’’確立の意義と展望  
内平 隆之（神戸大学大学院）・中塚 雅也（神戸大学）・ 
加古 敏之（神戸大学大学院） 

11:30～12:00  座長： 川村 誠（京都大学大学院農学研究科）   
３－５ アメリカ合衆国における国有林野保全政策について  

―1990年代以降のロードレス・エリア政策を事例として― 
奥田 郁夫（名古屋市立大学） 

13:00～14:30  座長： 竹歳 一紀（桃山学院大学経済学部） 
３－６ 過疎高齢化に対応した産業政策のあり方―中山間地方都市を対象として― 

房安 功太郎（岡山大学大学院）・駄田井 久（岡山大学大学院）・ 
佐藤 豊信（岡山大学） 

３－７ 関税と不足払いを通じた農業生産者への効率的な所得再分配と農産物供給シフ

トの効果 
武藤 幸雄（京都大学大学院） 

３－８ 植物検疫措置が貿易制限に及ぼす効果の計量分析 
―リンゴ火傷病に対する日本の措置を事例として― 

中谷 朋昭（北海道大学）・宮田 歩（北海道大学）・ 
澤内 大輔（日本学術振興会／北海道大学）・ 
桟敷 孝浩（中央水産研究所）・山本 康貴（北海道大学） 

14:30～15:30  座長： 金岡 正樹（九州沖縄農研センター） 
３－９ イギリスにおける外国人季節農業雇用の制度変化と課題 

内山 智裕 （三重大学） 
３－10 北海道における農業農村整備事業の展開と地域特性に関する分析 

笹木 潤 （東京農業大学）・伊藤 寛幸（（株）ルーラルエンジニア） 
 



【第４会場】（６号館６３３教室） 

流通、消費者行動、消費分析 

 
9:30～10:30  座長：中村 貴子（京都府立大学大学院農学研究科）  
４－１ 消費者の生鮮食品購買における内的参照価格―米を対象として― 

南 絢子（京都大学大学院） 
４－２ 米粉普及の可能性に関する経営学的一考察 

池内 元紀（岡山大学）・横溝 功（岡山大学大学院）・ 
小松 泰信（岡山大学大学院） 

10:30～12:00  座長： 新山 陽子（京都大学大学院農学研究科）  
４－３ 農産物流通多様化における「その他卸売市場」の生き残り戦略 

武田 彬奈（岡山大学）・小松 泰信（岡山大学大学院）・ 
横溝 功（岡山大学大学院） 

４－４ カット用野菜の契約栽培に取り組む産地の対応と課題 
坂 知樹（岡山大学大学院）・小松 泰信（岡山大学大学院）・ 
横溝 功（岡山大学大学院） 

４－５ 愛媛県内子町における特別栽培農産物等認証制度導入の意義と農家の対応 
小田 清隆（愛媛大学大学院）・中安 章（愛媛大学）・ 
小谷 直行（愛媛大学） 

13:00～14:00  座長： 藤森 英樹（東北農業研究センター）  
４－６ 利用時間帯別にみた都市的地域の農産物直売所における消費者の特性  

―鳥取市 A直売所を対象として― 
福山 豊（鳥取大学大学院）・小林 一（鳥取大学）・ 
松村 一善（鳥取大学） 

４－７ 保育所児童の保護者における地産地消の認識に関する研究 
―京都府宇治田原町を事例として― 

中村 貴子（京都府立大学）・伴 亜紀（宇治田原町保育所）・ 
高田 晋史（京都府立大学大学院） 

14:00～15:30  座長： 宇山 満（近畿大学農学部）   
４－８ 高原性鳥インフルエンザ発生後のオランダの鶏卵フードシステムの変化 

山口 道利（日本学術振興会特別研究員／京都大学） 
４－９ ピッグ・サイクル変調の原因分析 

万 里（鳥取大学） 
４－10 Panel Data Estimation of Japanese Tobacco Consumption 

Phocenah Nyatanga (鳥取大学大学院）・Toshinobu Matsuda（鳥取大学）  
 
 
 
 



【第５会場】（６号館６３４教室） 

環境資源、農業計画 

 
9:30～10:00  座長： 家串 哲生（山形大学農学部） 
５－１ 農業経営における環境会計の構築―パーソナルコンピュータの利用を通じて― 

今井 辰也（広島県立大学大学院）・四方 康行（県立広島大学） 
10:00～11:00  座長： 尾島 一史（近畿中国四国農研センター）  
５－２ MOA自然農法生産者の経営と活動―中国地域を中心に― 

鄒 金蘭（県立広島大学大学院）・四方 康行（県立広島大学） 
５－３ 気候温暖化による農作物被害とその経営的対応 

―山梨県ぶどう作を対象にして― 
長田 廣二（千葉大学）・大江 靖雄（千葉大学大学院） 

11:00～12:00  座長： 井上 憲一（島根大学生物資源科学部） 
５－４ 畜産農家の環境意識と堆肥販売意向に関する要因分析 

竹内 重吉（日本学術振興会特別研究員）・駄田井 久（岡山大学大学院）・ 
佐藤 豊信（岡山大学） 

５－５ 地域資源を活用した堆肥づくりシステムの形成と課題 
―京都府南丹市美山町を事例として― 

尾島 一史（近畿中国四国農研センター）・ 
大八木 秀一（京都府南丹農業改良普及センター） 

13:00～14:30  座長： 藤本 高志（大阪経済大学経済学部） 
５－６ 草地整備における環境影響の経済評価 

増田 清敬（滋賀県立大学）・伊藤 寛幸（（株）ルーラルエンジニア）・ 
山本 康貴（北海道大学大学院） 

５－７ フィリピン・ビコール地方サンミゲル島の海洋保護区(MPA)における漁業者の漁
場選択行動の計量経済分析 

   新保 輝幸（高知大学）・Cheryll Casiwan Launio（高知大学）・ 
諸岡 慶昇（高知大学） 

５－８ バイオマス資源利用によるエネルギー安全保障効果の評価  
―十勝地域を対象とした産業連関分析による接近― 

國光 洋二（農村工学研究所） 
14:30～15:30  座長： 松岡 淳（愛媛大学農学部） 
５－９ 広域地方計画下における限界集落の将来像と支援方策 

山下 良平（東京理科大学）・一ノ瀬 友博（慶應義塾大学）  
５－10 近世期の石見銀山における植林活動 

藤波 尚洋（島根大学大学院） 
 
 
 



【第６会場】（６号館６３５教室） 

海外農業・農村開発・貿易（中国、韓国） 

 
9:30～11:00  座長： 胡 柏（愛媛大学農学部）  
６－１ 韓国の稲作生産性変化に対する地域別貢献度分析 

近藤 功庸（旭川大学）・山本 康貴（北海道大学）・ 
愼 鏞光（韓国農村経済研究院） 

６－２ 為替レートの変動が中国から日本への野菜輸出に与える影響 
―にんにくを例にして― 

王 華青（京都大学大学院） 
６－３ 中国郷鎮企業の労働生産性とその雇用低下の形成要因に関する統計分析 

孫 蓮叶（鳥取大学大学院）・糸原 義人（山口大学） 
11:00～12:00  座長： 大江 靖雄（千葉大学大学院園芸学研究科）   
６－４ 中国内陸部における都市農村交流の発展方向 

―四川省の「農家楽」に対するアンケート調査をもとに― 
桂 英（広島大学大学院）・山尾 政博（広島大学）・ 
細野 賢治（広島大学）・藤田 武弘（和歌山大学）  

６－５ 中国の政策にみる農家楽の意義に関する考察 
髙田 晋史（京都府立大学大学院） 

13:00～14:00  座長： 沈 金虎（京都大学大学院農学研究科）  
６－６ 中国長江以南の米消費構造の分析―主にアンケート調査から― 

青柳 斉（新潟大学）・伊藤 亮司（新潟大学） 
６－７ 中国ジャポニカ米による有機稲作経営の可能性 

―吉林省梅河口市を事例として― 
馬 健（鳥取大学大学院） 

14:00～15:30  座長： 厳 善平（桃山学院大学経済学部） 
６－８ 中国西北内陸地域における農村小額金融組織の展開基盤 

―寧夏回民族自治区塩池県の農村小額金融を事例に― 
劉 海涛（島根大学大学院）・谷口 憲治（島根大学）・鄭 蔚（南開大学） 

６－９ 中国内モンゴル自治区おける私企業リンケージ(PEL)型酪農の現状と課題 
―フフホト市の乳業メーカーと酪農家を事例として― 

長命 洋佑（日本学術振興会特別研究員／龍谷大学）・ 
呉 金虎（内蒙古財経学院 経済与資源開発研究所）  

６－10 中国における省間協力による農業業化経営の展開 
―寧夏回民族自治区閩寧鎮武河村の集落移転による菌草産業化経営を実例に― 

王 瑋（島根大学大学院）・谷口 憲治（島根大学）  
 
 
 



【第７会場】（６号館６３６教室） 

海外農業・農村開発（バングラデシュ、インド、カンボジア、タイ、ラオス） 

 
9:30～11:00  座長： 福井 清一（京都大学大学院農学研究科） 
７－１ 低地ラオス農村における農家間の結合構造と協同意識     

―ヴィエンチャン平野の農村を事例として― 
島野 洋一（筑波大学大学院）・永木 正和（前筑波大学）・ 
山田 隆一（国際農林水産業研究センター） 

７－２ The Actual Conditions and Problems of Vegetables Marketing to Improve 
Farmers' Profitability in Bangladesh 
―A Qualitative Study in Kalatia Village― 

A. K. M. Nakibul Islam（三重大学大学院）・ 
Tomohiro Uchiyama（三重大学）    

７－３ Are Microfinace Lending Policies Poor-friendly? 
Experiences from the Grassroots level in Bangladesh 

Muhammad Sayeedul Haque（広島大学）・Masahiro Yamao（広島大学） 
11:00～12:00  座長： 矢倉 研二郎（阪南大学経済学部） 
 ７－４ 耕種生産の技術進歩が畜産と女性労働参加に及ぼす影響 

―トルコ農村部を事例として― 
丸 健（京都大学大学院） 

７－５ カンボジア農村部における子供の健康・栄養へのショックの影響 
三輪 加奈（大阪商業大学） 

13:00～14:00  座長： 末原 達郎（京都大学大学院農学研究科）   
 ７－６ 3人の老婦人のたどった道 

―ネパール農村のリプロダクティブヘルス/ライツ状況の改善―   
藤村 昭子（広島大学大学院） 

７－７ カンボジアにおける出稼ぎ労働者の結婚相手に関する選好    
―都市に出た若者の帰村意思と希望する相手の出身地の関係― 

矢倉 研二郎（阪南大学） 
14:00～15:30  座長： 河合 明宣（放送大学教養学部） 
７－８ Farmer's participation in weekly organic bazaar in Aurangabad, India 

Joshi Abhay（神戸大学大学院）・Jihei Kaneko（神戸大学大学院）・ 
Yoshifumi Usami（大阪府立大学大学院） 

７－９ Factors Effecting Farmers' Adoption in Organic Rice Farming System:  
A Case Study in Surin Province, Northeast Thailand 

Seksak Chouichom（広島大学）・Masahiro Yamao（広島大学） 
７－10 Farmers' Perception about Extension Services and Extension Workers: 

The case of organic farming extension by Proshika in Bangladesh 
Md. Asaduzzaman Sarker（鳥取大学）・Yoshihito Itohara（山口大学）                


